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目的及び背景

現在、水の水素同位体比測定法には、

1．水素ガスを用いる同位体平衡法

2，ウラン又は亜鉛を用いる水素還元法

の2種類がある。しかし1の平衡法には操作が簡便な変わりに試料水が数mgしかないような場合には

使用できない欠点があり、2の還元法においてもウランを入手する難しさやその手続き、さらには後々の

処理等、実験操作以外の部分で非常に手間がかかるという欠点がある。亜鉛法にっいても従来使用され

てきたBDH社製の亜鉛が供給停止になり、現在その変わりに使用されているインディアナ大学亜鉛も恒

久的な供給は不明な状態である。ゆえに現在、ウランや亜鉛に変わる恒久的に使用可能な微量試料測定法

を確立することが急がれており、今回その有力候補の1つである表面に白金コーティングしたMgを用い

て実験し、この方法が微量試料の測定に有効利用出来るかどうか検討してみた。

結果

　1994年度の踏EAレポートのなかで報告されたSJ紐as，BJash2skaらの測定法をもとに実験した結

果、あらたに以下のことが明らかになった。

1．レボートでは頼粒状のM9を550℃で2時間加熱したものにPlをコーティングしていたが、削り

かす状Mgを用いればそのような前処理をせずに直接Ptコーティングできる。

2．レポートでは試料水一定にしてMgの量を2倍にした場合、同位体比が20％も変化したが削りか

す状M8を使用した場合、Mg量を2倍にしても同位体比の変化は見られなかった。（1脇以下）

3．1脇以内の精度で微量試料の測定が可能である。しかし、Mg－Ptのバッチが変わると値の再現性が

ないという問題点も新たに分かり、現段階では、まだ測定法の確立にはいたらなかった。この点が今後の

課題である。
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